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１．事業の位置付け

経済部　農水産課

● ハード ○ ソフト

～

【委託： □ 3セク・財団 □ 企業 □ ＮＰＯ ■ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

事業評価シート　（平成23年度分） 1

事務事業名 ひらつか花アグリ推進事業

事業担当

事業種類

総合計画の
位置付け

'04 基本目標４　　活力とにぎわいに満ちたまち

'02 ②〈熟　成〉　市民の豊かな暮らしに貢献できる産業として成熟させる

'01 1 市民が身近に感じられ、生活に密着した産業を展開する

根拠法令等

対象・受益者 市民 事業期間 平成22年度

委託、協働 農業者団体、地域住民団体等

目的・目標 事業の概要
｢農の体験・交流の場｣基本計画に基づき整備した大型市民
農園施設等が円滑に運営されることで、ひらつか花アグリ
が本市の農業振興の拠点としての効果を発揮し、地域農業
が振興し、市民・県民等の農業の理解が深まっています。

農業振興や農業理解を進めるため、大型市民農園施設の円
滑な運営を図るとともに、ひらつか花アグリへの来場者の
確保を図る取組を進めます。

活動指標①

指標名 ひらつか花アグリ広報活動 単位 媒体

説明・算定式
ひらつか花アグリの集客効果を高めるため、多様な広報媒体の活用を図る。（活用する広報媒体(広報ひら
つか、リーフレット配布、観光マップ、ホームページ等)数）（平成22年度から）

4 4

活動指標②

指標名 花畑水田箇所数 単位 ㎡

説明・算定式 花畑創出事業(水田花づくり事業)の水田（10か所分）の増加を図る。（平成22年度から23年度まで）

平成21年度 平成22年度 平成23年度

成果指標①

指標名 ひらつか花アグリ来訪者数 単位 人

説明・算定式
花菜ガーデン来場者数、ＪＡ湘南大型直売センター来店者数、大型市民農園来園者数及びいちご狩り農園
来園者数の合計値。（平成22年度から）

590000 400000

成果指標②

指標名 花畑水田総面積 単位 ㎡

説明・算定式 平成21年度までの面積155,000㎡を基準として毎年度1,000㎡の増加を見込む。（平成22年度から）

平成21年度 平成22年度 平成23年度

進捗状況

①：予定どおり

遅れている理由

平成23年度の主な取組と成果
農の体験・交流館の円滑な運営を図るとともに、ひらつか花アグリへの来場者の確保や円滑な運営を図るため、花アグリ内
の事業者で構成する事業者連絡会を開催し、各施設が連携した様々な取組みとして収穫祭、いちごフェア、２周年記念イベン
トなどの連携事業の開催やひらつか花アグリの誘客を図るため、連携した広報活動を実施しました。また、観光ツアーを誘致
するとともに、東海大学と連携した周辺観光マップを作成しました。


平成23年度
Ａ：成果があがった

の検証結果

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

6

実績 6 6

目標

平成24年度

目標 10000 10000

実績 18315 20661

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

405000

実績 472816 497614

目標

平成24年度

目標 165000 155000 156000

実績 156470 146658
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□ 市民ニーズ

□ 事業目的の達成状況 高

■ 市の関与の必要性 低

□ その他

■ 上位施策への貢献

■ 市民満足度を高める方策 高

■ 継続による成果向上の可能性 低

□ その他

■ 事業の目的、対象、内容

□ 受益者負担、補助額 高

□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中

□ その他 低

□ 業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高

■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中

□ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．今後の事業展開（担当課としての提案）

分析の視点 先の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性

有効性

都市型農業の実践による地域農業の振興や市民等の農
業理解の促進、地産地消や農業とのふれあいなどの市民
ニーズの実現のため、県・市等が連携しながら計画的、横
断的に事業を進めており、有効性がある。

●

○

2

事

業

分

析

項目

行政(県・市)とＪＡ湘南等の関係団体や地域農業者、地域
住民がそれぞれの役割分担の中で、事業運営を総合的、
効果的に展開するものである。 ●

○

○

県及び市で平成１３年度に策定した｢花と緑のふれあい拠
点(仮称)構想｣及び平成１５年度に策定した｢農の体験・交
流の場｣基本計画に基づき県・市・関係団体等が連携しな
がら進めている事業であり、必要性が高い。

●

○

財
源
内
訳

今後に向けた課題の分析
「農の体験・交流館」の管理運営については、現在市が行っていますが、一部委託事業を実施し、指定管理者制度の導入に
ついて準備をしていく必要があります。

決算額

妥当性

本市が抱える農業に関する課題に対応するため、地域農
業の振興及び地産地消の推進などを目的とし、農業者及
び市民を対象にした事業を展開するものであり、妥当性が
ある。

●

○

○

効率性

フルコスト　(A+B) 0

内
訳 再任用　(人)

執行率　(%) －

0.00

課長コメント
収穫祭などひらつか花アグリ内の各施設が連携した事業や見本農園、栽培講習会など施設独自の事業展開を図りました。
引き続き各施設が一層連携強化を図りながら事業の拡充を図ります。

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

決算額 決算額 予算額

事業内容

大型市民農園施設の管
理運営、花畑創出事業

農の体験・交流館管理
運営、花畑創出事業等

農の体験・交流館管理
運営、花畑創出事業等

国庫支出金 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0

0 0

その他　特財 0 369 405 365

起債 0 0

2,680 2,496 2,757

事業費　(A) 0 3,049 2,901 3,122

一般財源 0

77.05 94.04

職員　(人) 0.00 0.36 0.94 0.73

2.00 2.00 2.00

人件費　(B) 0 9,792 14,340 12,657

12,841 17,241 15,779

平成25年度の取組方針
「農の体験・交流館」等の円滑な運営及び積極的な広報活動を行います。




